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令和6年度公立大学法人岩手県立大学

共通棟D1階入浴実習室改修工事

建築改修工事 特記仕様書2

・ステンレス製建具 ・ ・ ・建具表による

・

※耐候形３種耐候性

・	防水形複層塗材RS

・適用しない

吸放湿性　・適用する　
・適用しない

・適用する上塗材

・適用しない

吸放湿性　・適用する　

・京壁状じゅらく

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

・

・

・

外観　※つやあり　

上塗材

・メタリック

・つやなし

樹脂　・アクリル系

・弱溶剤系

溶媒　※水系　・溶剤系

耐候性 ※耐候形３種

・	ゆず肌状

・	さざ波状・	平たん状

塗材ＣＥ
・	可とう形改修

塗材ＲＥ
・	可とう形改修

塗材Ｅ

・	可とう形改修

仕上塗材

・可とう形改修用

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

新規仕上塗材の種類、仕上げの形状、工法

外観　※つやあり　

上塗材

・メタリック

・つやなし

樹脂　・アクリル系

・弱溶剤系

溶媒　※水系　・溶剤系

・凹凸状

・凸部処理・ゆず肌状

・かき落し・ひき起し

・凹凸状・平たん状

・凸部処理・吹放し

・	砂壁状じゅらく

・	平たん状

・	凹凸状(・吹付け
・こて塗り）

	砂壁状・着色骨材

（・吹付け	・こて塗り）

・	ゆず肌状(・吹付け

・	さざ波状
・ローラー塗り）

・	砂壁状

・	防水形複層塗材RE

・	防水形複層塗材E

・	防水形複層塗材CE

・	複層塗材ＲＥ

・	複層塗材Ｅ

・	可とう系複層塗

材ＣＥ

・	複層塗材Ｓｉ

・	複層塗材ＣＥ・複層仕上塗材

・	外装厚塗材Ｅ

・	外装厚塗材Ｓi

・	外装厚塗材Ｃ・厚付け仕上塗材

・薄付け仕上塗材

・	外装薄塗材Ｓ

薄塗材Ｅ

・	防水形外装

・	可とう形外装

薄塗材Ｅ

・	外装薄塗材Ｓi

・	外装薄塗材Ｅ

薄塗材Ｓi

・	可とう形外装

・仕上塗材、仕上

4-2 4-3

仕上げ外壁）

調査範囲　　　・	外壁改修範囲　　・	図示の範囲

調査内容

[1.5.2〜3]

　　ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び

　　示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

　　塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に表

　　コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する 。

　　形状寸法等を調査する。

　　モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し 、また欠損部の

　　錆汁の流出の有無を調査する。

施工数量調査

・ひび割れ部

改修工法

・	樹脂注入工法

ひび割れ幅

(㎜)

※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

0.2以上	〜	
　　　1.0未満

0.2以上	〜	

　　		0.3未満

0.3以上	〜
						0.5未満

0.5以上	〜

						1.0未満 ・

・

・

・

注入量

(mL/ｍ)

・130

・	40

・	70

・130

・

・

・

・

注入口間隔

(㎜)

・200〜300

・50〜100

・100〜200

・150〜250

工法の種類

エポキシ樹脂 ・	低粘度形 ・	中粘度形

抜き取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき１個

・	Ｕカットシール材充填工法

・シーリング材
充填材料 ※１成分形又は２成分形ポリウレタン系

・可とう性エポキシ樹脂

・	シール工法

・パテ状エポキシ樹脂

・可とう性エポキシ樹脂

・欠損部改修工法 ※	充填工法

・エポキシ樹脂モルタル

・ポリマーセメントモルタル

・ひび割れ部

改修工法

[4.1.4]

・	樹脂注入工法

ひび割れ幅

(㎜)

※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

0.2以上	〜	
　　　1.0未満

0.2以上	〜	

　　		0.3未満

0.3以上	〜
						0.5未満

0.5以上	〜

						1.0未満 ・

・

・

・

注入量

(mL/ｍ)

・130

・	40

・	70

・130

・

・

・

・

注入口間隔

(㎜)

・200〜300

・50〜100

・100〜200

・150〜250

工法の種類

エポキシ樹脂 ・	低粘度形 ・	中粘度形

抜き取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき１個

抜取り部の補修方法　　※図示

・	Ｕカットシール材充填工法

・シーリング材
充填材料 ※１成分形又は２成分形ポリウレタン系

・可とう性エポキシ樹脂

・	シール工法

・パテ状エポキシ樹脂

・可とう性エポキシ樹脂

・	樹脂注入工法

ひび割れ幅

(㎜)

※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

0.2以上	〜	
　　　1.0未満

0.2以上	〜	

　　		0.3未満

0.3以上	〜
						0.5未満

0.5以上	〜

						1.0未満 ・

・

・

・

注入量

(mL/ｍ)

・130

・	40

・	70

・130

・

・

・

・

注入口間隔

(㎜)

・200〜300

・50〜100

・100〜200

・150〜250

工法の種類

エポキシ樹脂

抜き取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき１個

・ひび割れ部改修工法

抜取り部の補修方法　　※図示

・行う　・行わない

タイル張りの工法

外装タイル　

・マスク張り　・モザイクタイル張り

打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地

※ポリウレタン系

伸縮調整目地その他の目地

※変性シリコーン系

[4.1.4]

・目地ひび割れ部改修工法

・伸縮調整目地改修工法

伸縮調整目地の位置及び寸法 ・図示

タイルの種類

施	工	

箇	所
(㎜)

備考

形状

寸法

再生材

用

料の適

ＧＧＧＧＧＧＧ 無釉

役　物 色 耐凍
害性

有 無

Ⅰ
種

Ⅱ
種

吸水率に
よる区分

Ⅲ
種

うわぐすり

特
注

標
準有 無

耐
滑
り
性

標準的な曲がりの役物は一体成型とする

試験張り

見本焼き

・	行う　・行わない

・	行う　・行わない

（1、コンクリート

打放し仕上げ外壁）

（2、モルタル塗り

（3、タイル張り

仕上げ外壁）

・目地改修工法

・タイルの形状、

寸法等

アンカーピン

※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径４ｍｍの丸棒で全ネジ切り加工をしたもの。

・セメントモルタルによるタイル張り

シーリング材の種類

・有機系接着剤によるタイル張り

材料

鋼板

めっき付着量 厚さ

防水材による改修

（5.外壁用塗膜

・所要量の確認

[5.1.3]

建具の種類 かぶせ工法 撤去工法 適用箇所

・外部

・内部

・鋼製軽量建具

・樹脂製建具

・鋼製建具

・アルミニウム製建具

−

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・建具表による

・建具表による

・建具表による

・建具表による

・建具表による

１．改	修	工	法５

４

※コアの抜取りを行う

抜取り部の補修方法　　※図示

シーリング材の上にポリマーセメントモルタルの充填 ・行う　・行わない

・

注入状況の確認方法 ※コアの抜取りを行う

・行う　・行わないシーリング材の上にポリマーセメントモルタルの充填

−−

工法の種類

アンカーピンの

本数(本/㎡)

注入口の箇所数

(箇所/㎡)

一般部 一般部指定部 指定部

※16 ※25

※13 ※20 ※12

※20

※20

※13 ※12

− −
・・

・ ・ ・ ・

※20

−

−

−

−

−

−

−

−

※9 ※16

・・・・

・・

※9

※9

※16

※16 ※16

・・・・

・・・・

※9

※16

・アンカーピンニング

部分エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

・アンカーピンニング

全面エポキシ樹脂注入工法

全面ポリマーセメントスラリー

注入工法

・注入口付アンカー

・注入口付アンカー

・注入口付アンカー

ピンニング部分エポキシ樹脂

注入工法

ピンニング全面エポキシ樹脂

ピンニング全面ポリマー

セメントスラリー注入工法

注入工法

・充填工法

・モルタル塗替え工法

※9

・欠損部改修工法

・モルタル塗替え工法 ・現場調合材料

既製目地材　・使用する（形状　・図示　・　　　）

・充填工法 ・エポキシ樹脂モルタル ・ポリマーセメントモルタル

仕上厚又は全塗り厚が25mmを超える場合の処置　※図示

・浮き部改修工法

注入量

(mL/箇所)

※25

・

※25

・

※50

※25

※50

−

−

・

・

・

※25

・

注入口付アンカーピン

※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径外形６ｍｍ

・エポキシ樹脂モルタル　　・ポリマーセメントモルタル

・充填工法

・モルタル塗替え工法

仕上厚又は全塗厚が25ｍｍを超える場合の処置 ※図示

既製目地材　　・使用する（形状　　　　　　　　）

モルタル ・現場調合材料

・既調合材料（　　　　　　　　　　　）

・既調合材料(　　　　　　　　　　　）

・	低粘度形（0.5mm未満） ・	中粘度形（0.5mm以上）

注入状況の確認方法

注入状況の確認方法 ※コアの抜取りを行う

タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整材塗りの接着力試験

ユニットタイル

・施釉

外壁用塗膜防水材

・凹凸状

・凸部処理

・ゆず肌状

・さざ波状

工　法

1章	「各章共通事項」と併せて適用する。

外
　
　
壁
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

外
　
　
壁
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

外
　
　
壁
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

・密着張り　・改良圧着張り　

・既存塗膜等の除去

・所要量の確認

下地処理,下地調整 既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法

工				　法

・ひび割れ部改修工法・	サンダー工法

・	高圧水洗工法

・	塗膜はく離剤工法

・	水洗い工法

処		理		範		囲 下地面の補修

・欠損部改修工法

・浮き部改修工法

・下地調整材 ・	ポリマーセメントモルタル

・図示

・図示

・図示

・図示

※既存仕上面全体

※既存仕上面全体

※既存仕上面全体

※Ｆ☆☆☆☆

外装厚塗材Ｃにおける上塗材がセメントスタッコ以外の場合

（・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

塗り 種別 ・	Ａ種 ・	Ｂ種

・マスチック塗材

外装厚塗材Ｓi、外装厚塗材Eにおける上塗材の適用 ・適用する　・適用しない

建
　
　
　
具
　
　
　
改
　
　
　
修
　
　
　
工
　
　
　
事

[4.2.4〜7][4.1.4]

[4.2.4] [4.2.8]

[4.3.5〜8][4.1.4]

[4.3.9〜10][4.1.4]

[4.3.11〜16][4.1.4]

[4.4.5〜6][4.1.4]

・タイル部分張替え工法

接着剤の種類

・ポリマーセメント

・欠損部改修工法

・JIS	A	5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

・JIS	A	5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

・タイル張替え工法

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

・行う　・行わない

外装タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整塗材塗りの接着力試験

・有機系接着剤によるタイル張り

シーリング材の種類

※変性シリコーン系

伸縮調整目地その他の目地

※ポリウレタン系

打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地

張替え用材料

・張付けモルタル（・現場調合材料　・既製調合モルタル）

・図示

・セメントモルタルによるタイル張り

・外装タイル　

・マスク張り　・モザイクタイル張り

タイル張りの種類・工法

・ユニットタイル

下地モルタル塗りのコンクリート素地面の処理

※目荒し工法 ・

[4.4.7〜8][4.1.4]

−−

工法の種類

アンカーピンの

本数(本/㎡)

注入口の箇所数

(箇所/㎡)

一般部 一般部指定部 指定部

※16 ※25

※13 ※20 ※12

※20

※20

※13 ※12

− −
・・

・ ・ ・ ・

※20

※9 ※16

・・・・

・・

※9

※9

※16

※16 ※16

・・・・

・・・・

※9

※16

・アンカーピンニング

部分エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

・アンカーピンニング

全面エポキシ樹脂注入工法

全面ポリマーセメントスラリー

注入工法

・注入口付アンカー

・注入口付アンカー

・注入口付アンカー

ピンニング部分エポキシ樹脂

注入工法

ピンニング全面エポキシ樹脂

ピンニング全面ポリマー

セメントスラリー注入工法

注入工法

※9

・注入口付アンカー

−

−

−

−

−

−

−

−

ピンニングエポキシ樹脂

注入タイル固定工法

・タイル部分張替え工法

・タイル張替え工法

−−・ ・

・浮き部改修工法

※25

・

※50

※25

※50

・

・

・

−

−

※25

・

※25

・

※25

・

注入量

(mL/箇所)

[4.1.4] [4.4.9〜16]

アンカーピン

※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径４ｍｍの丸棒で全ネジ切り加工をしたもの。

・タイル部分張替え工法

接着剤の種類

・JIS	A	5557による一液反応硬化形変性シリコーン樹脂系

・タイル張替え工法

・JIS	A	5557による一液反応硬化形変性シリコーン樹脂系

・

注入口付アンカーピン

※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径外形６ｍｍ

・ポリマーセメントモルタル

張替え用材料

・張付けモルタル（・現場調合材料　・既製調合モルタル）

伸縮調整目地

・図示

下地モルタル塗りのコンクリート素地面の処理

※目荒し工法 ・

位置　※改修標準仕様書表4.4.2による

位置　※改修標準仕様書表4.4.2による

・密着張り　・改良圧着張り　

・　

・　

[4.4.16]

[4.4.5]

（4、仕上塗材仕上げ

外壁等の改修） [4.5.2] [表4.5.1]

工程ごとの所要量の確認　※改修標準仕様書4.5.3及び表4.5.1による

[4.5.4]

塗膜はく離剤工法の処理範囲

※サンダー工法、高圧水洗工法

以外の既存仕上面全体

※改修標準仕様書4.5.4の下地調整材 [4.5.4]

（表4.5.1）
[4.1.5][4.2.4][4.5.2]

仕上げの形状及び工法防火材料呼		び		名種				類

[4.1.5][4.6.1][表4.6.1]

工程ごとの所要量の確認　※改修標準仕様書表4.7.1による

［表4.7.1］

［4.1.5］［4.7.2〜6］

仕上塗料の耐候性

仕上げの形状

・吹付

下地挙動緩衝材 ・適用する （種類：　　　　　）・適用しない

・JIS	A	6906	耐候性１種相当品　・　　

・ローラー

模様材の種類 仕上塗料の種類 施工箇所

・図示による

・　・　 ・　

砂壁状、じゅらく状仕上

の模様材の種別

建具 性能等級

外部に面するアルミニウム製建具

・A種(建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　　）

・B種(建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　　）

・C種(建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　　）

ＧＧＧＧＧＧＧ断熱ドアセット・断熱サッシ　　断熱性の等級(・　　　　　　）

防音ドアセット・防音サッシ　　遮音性の等級(・　　　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

５．アルミニウム製
(表5.2.1）

・適用する　適用箇所(・建具表による　・　　　　　　　　　　　）

・適用しない

[5.1.7]

建具見本の製作　　・行う(建具符号：　　　　　　）

・行わない

建具見本の程度　　・工事に使用するものとして、あらかじめ製作する

・納まり等が分かる程度のもの

特殊な建具の仮組　・行う(建具符号：　　　　　　　　　　　）

・行わない

[5.1.5]３．見本の製作等

自動閉鎖機構方式 ・ヒューズ装置連動　・熱感知器連動　・煙感知器連動

[5.1.4]２．防火戸

新規建具周囲の補修工法及び範囲　　※図示

・指定する　適用箇所(・建具表による　・　　　　　　　　　　　）

・指定しない

４．防犯建物部品

・建具表による・・木製建具 −

新規に建具を設ける場合

壁部分の開口の開け方　　※図示

[5.2.2〜5] [表5.2.1〜2]

枠の見込み寸法　・建具表による

表面処理

被膜等の種類　※改修標準仕様書表5.2.2による

・

外部に面する建具 ・ＢＢ-１種　・ＢＢ-２種

(表5.2.2）

着色　・標準色（　　　　　）　・特注色（　　　　　）

着色　・標準色（　　　　　）　・特注色（　　　　　）

屋内の建具　　　・ＢＣ-１種　・ＢＣ-２種

・

被膜等の種類　※改修標準仕様書表5.2.2による

結露水の処理方法　　・図示

水きり板、ぜん板　　・図示

網戸等

種類

・	防虫網 ※	合成樹脂製

		線径 網目

※	0.25㎜	以上

・	ガラス繊維入り合成樹脂製

・	ステンレス（SUS316）製

・

※	16〜18	メッシュ

・

材種

・	防鳥網 1.5㎜ 網目寸法　15㎜ステンレス（SUS304）線材

Ｇ 	適用する　断熱性の等級（・	Ｈ−４　　・	Ｈ−５　　・Ｈ-６	　・　　　）

防音ドアセット・防音サッシ 　遮音性の等級（・	Ｔ−１　　・	Ｔ−２）

・	C種（建具符号：・	建具表による　　・　　　　　　）

・	B種（建具符号：・	建具表による　　・　　　　　　）

・	A種（建具符号：・	建具表による　　・　　　　　　）外部に面する建具

性能等級

６．樹脂製建具 [5.3.2〜5]

(表5.3.1〜表5.3.2）

（建具符号：・	建具表による　　・　		　　　　）

（建具符号：・	建具表による　　・　		　　　　）

断熱ドアセット・断熱サッシ

日射熱取得性の等級 ・　

表面色　　　・	標準色　　・	特注色

・

枠の見込み寸法　　　・	建具表による　　	

水切り板、ぜん板　　　※	図示　　	

ガラス　　　※	複層ガラス　　	

遮音性の等級（・　　）

・Ｓ-４（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

・Ｓ-５（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

・Ｓ-６（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

[表5.4.2]

外部に面する建具の耐風圧性 (表5.2.1）

７．鋼製建具 性能等級

簡易気密型ドアセット (表5.4.1）

・	適用する　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

・	適用しない

防音ドアセット、防音サッシ

[5.4.2〜4]

Ｇ 断熱性の等級（・　　　）

面内変形追随性の等級（　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

断熱ドアセット、断熱サッシ

耐震ドアセット

（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

・鋼板　・ステンレス鋼板点検口等のくつずりの材料

・JIS	G	3302

(溶融亜鉛めっき鋼板）
※Z12又はF12

・

・改修標準仕様書表5.4.2による
・


